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(57)【要約】
【課題】薬剤受け部と薬剤貯留室との間の良好なシール
性を確保して耐湿性を向上させつつ粉末薬剤の擦り切り
性を向上させる粉末薬剤投与器を提供する。
【解決手段】ケーシング１の内部に摺動自在に収容保持
されて、上面１５ｂに薬剤受け部１９である複数のディ
ンプル状の凹溝１９ａを有する摺動部材２と、該摺動部
材に上方向から重合状態に配置されて、薬剤貯留室２３
を有する保持部材３と、該保持部材に形成されて、適宜
、薬剤貯留室２３と薬剤受け部１９とを連通させる開口
部２８と、を備え、保持部材の開口部の孔縁にシール部
材４５を設け、摺動部材を待機位置から使用位置へ摺動
させた際に、前記シール部材によって、薬剤貯留室と薬
剤受け部との間の粉末薬剤Ｍを擦り切るようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングの内部に摺動自在に収容保持されて、薬剤受け部を有する摺動部材と、
　該摺動部材に上方向から重合状態に配置されて、薬剤貯留室を有する保持部材と、
　前記摺動部材の摺動による使用位置で前記薬剤受け部から粉末薬剤を吸入可能とする吸
い込み口と、
　前記保持部材に形成されて、摺動部材の摺動による待機位置で前記薬剤貯留室と薬剤受
け部とを連通させる開口部と、を備え、
　前記保持部材の開口部の孔縁にシール部材を設け、
　前記摺動部材を待機位置から使用位置へ摺動させた際に、前記シール部材によって、前
記薬剤貯留室と薬剤受け部との間の粉末薬剤を擦り切ることを特徴とする粉末薬剤投与器
。
【請求項２】
　前記シール部材は、前記開口部の孔縁形状に沿って連続的に設けられていると共に、軟
質材によって形成されていることを特徴とする請求項１に記載の粉末薬剤投与器。
【請求項３】
　前記保持部材と摺動部材とを、互い当接する方向へ付勢する付勢手段を設けたことを特
徴とする請求項１又は２に記載の粉末薬剤投与器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉末薬剤投与器の改良技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の粉末薬剤投与器の発明としては、従来から種々提供されており、その一つとし
て以下の特許文献１に記載されているものが知られている。
【０００３】
　この従来の粉末薬剤投与器は、擦り切り用のスライダー側にパッキンが設けられ、粉末
薬剤が充填位置にあるときにのみ前記パッキンがシール面に接触するようなっていると共
に、前記充填位置と吸入位置がばね部材のばね力などを介して自動的に作動するようにな
っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０１０－５１２８８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の粉末薬剤投与器は、前記パッキンがシール面に当接していな
い時間が発生することから、薬剤貯留室などの気密性が不十分になり、耐湿性の信頼性が
低下するおそれがある。
【０００６】
　本発明は、前記従来の粉末薬剤投与器の技術的課題に鑑みて案出されたもので、薬剤受
け部と薬剤貯留室との間の良好なシール性を確保して耐湿性を向上させつつ粉末薬剤の擦
り切り性を向上させることができる粉末薬剤投与器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ケーシングの内部に摺動自在に収容保持されて、薬剤受け部を有する摺動部
材と、該摺動部材に上方向から重合状態に配置されて、薬剤貯留室を有する保持部材３と
、前記摺動部材の摺動による使用位置で前記薬剤受け部から粉末薬剤を吸入可能とする吸
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い込み口と、前記保持部材３に形成されて、摺動部材の摺動による待機位置で前記薬剤貯
留室と薬剤受け部とを連通させる開口部と、を備え、
　前記保持部材３の開口部の孔縁にシール部材を設け、前記摺動部材を待機位置から使用
位置へ摺動させた際に、前記シール部材によって、前記薬剤貯留室と薬剤受け部との間の
粉末薬剤を擦り切ることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、摺動部材のいずれの摺動位置においてもシール部材によって薬剤貯留
室がシールされることから、常時良好なシール作用が得られると共に、前記シール部材に
よって薬剤受け部の粉末薬剤に対する擦り切り性が良好なる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る粉末薬剤投与器の要部断面図である。
【図２】本発明に係る粉末薬剤投与器の実施形態を示す分解斜視図である。
【図３】本実施形態の粉末薬剤投与器における各構成部品の組み立て状態を示す俯瞰図で
ある。
【図４】本実施形態に供される摺動部材を示す平面図である。
【図５】本実施形態に供される保持部材を示す横断面図である。
【図６】本実施形態に供される保持部材の底面図である。
【図７】本実施形態に供される保持部材の側面図である。
【図８】粉末薬剤投与器の作用状態を示し、Ａは摺動部材が待機位置にある状態を、カバ
ーを外して示す平面図、Ｂは摺動部材が使用位置にある状態を、カバーを外して示す平面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る粉末薬剤投与器の実施形態を図面に基づいて詳述する。
【００１１】
　すなわち、本発明の粉末薬剤投与器は、図２及び図３に示すように、平面ほぼ円形状の
ケーシング１と、該ケーシング１の内部に下側に収納配置された摺動部材２と、該摺動部
材２の上部に重合状態に収納配置された保持部材３と、ケーシング１の前端部に一体的に
設けられた平面ほぼ長方形状のマウスピース４と、から主として構成されている。
【００１２】
　前記ケーシング１は、横断面ほぼコ字形状に形成された合成樹脂材によって一体に形成
された下側のケーシング本体５と、該ケーシング本体５の上端開口を閉塞する同じく横断
面ほぼコ字形状の合成樹脂材によって一体に形成された上側のカバー６と、を備えている
。
【００１３】
　前記ケーシング本体５は、ほぼ円形状の底壁５ａの外周縁から周壁５ｂが立設されて、
これらに囲繞された内部に収容室７が形成されている。前記底壁５ａは、ほぼ中央位置に
小径円筒状の軸部９が一体に設けられていると共に、該軸部９から径方向へ所定間隔をも
った位置に付勢手段である一対のばね部１０、１０がほぼ円周方向に沿って設けられてい
る。前記軸部９は、内部９ａが中空状に形成されている。
【００１４】
　前記一対のばね部１０は、それぞれ所定肉厚の細長い板状に形成されて、ケーシング本
体５を形成する際に、前記底壁５ａを切り起こして形成されたもので、該底壁５ａと一体
の基部１０ａから先端部１０ｂが上方へ傾斜状に立ち上り形成されて、該先端部１０ｂ側
が基部１０ａを支点として上下方向に弾性変形してばね力を発生するようになっている。
また、前記先端部１０ｂの上面に前記摺動部材２の下面を押圧する球面状の突部１０ｄが
それぞれ一体に形成されている。
【００１５】
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　また、底壁５ａの両ばね部１０，１０間の円周方向の隙間位置には、円弧状の一対の支
持壁１１が立設されている。この各支持壁１１は、その高さが前記ばね部１０の先端部１
０ｂ（突部１０ｄ）よりも低く形成されて、前記摺動部材２が各上端縁１１ａに当接支持
された際に、各ばね部１０，１０のばね力が付与できる高さに設定されている。
【００１６】
　前記周壁５ｂは、前記摺動部材２と保持部材３とを重合した高さよりも僅かに低い高さ
に設定され、上端縁の３箇所に係止爪１３が周方向の等間隔位置に設けられていると共に
、一側部の一部に切欠部１４が形成されている。この切欠部１４は、周方向の所定長さに
形成されて、前記摺動部材２の後述するレバー部１８が貫入されて円周方向へ案内するも
のであって、該切欠部１４の周方向の一端縁１４ａと他端縁１４ｂが前記レバー部１８の
最大回動位置を規制するストッパとして機能するようになっている。
【００１７】
　前記摺動部材２は、図３にも示すように、前記ケーシング本体５の各ばね部１０と各支
持壁１１の上部に載置される円板部１５と、該円板部１５のほぼ中央に貫通形成されて前
記軸部９が挿通される回転用孔１６と、円板部１５の側部に周方向に沿って一体に形成さ
れた円弧状のガイド片１７と、該ガイド片１７の外周縁の周方向のほぼ中央位置から径方
向外側に突設された矩形状のレバー部１８と、から主として構成されている。
【００１８】
　前記円板部１５は、平坦な上面１５ａに薬剤受け部１９が形成されている。この薬剤受
け部１９は、ほぼ円環状の領域（一点鎖線）内にディンプル状の６つの小径な凹溝１９ａ
を集合させてなり、これらの各凹溝１９ａの総合体積で１回の粉末薬剤Ｍの一回の吸い込
み量となるように設定されている。
【００１９】
　前記ガイド片１７は、断面ほぼ矩形状に形成されて下面が前記ケーシング本体５の底面
に摺動案内されるようになっていると共に、上部１７ａの内周面側が前記保持部材３の外
周面に摺動案内されるようになっている。
【００２０】
　前記レバー部１８は、図３に示すように、前記摺動部材２がケーシング本体５に組み付
けられた際に、前記切欠部１４とカバー６の対向する後述の突片６ｃの下端縁との間に形
成されるスリット状のレバー用窓２０から外部に突出するようになっている。また、この
レバー部１８は、基端部が前記切欠部１４の両端縁１４ａ、１４ｂに当接することによっ
て前記摺動部材２の最大回動位置が規制されるようになっている。
【００２１】
　前記保持部材３は、図２、図４～図８に示すように、前記摺動部材２の円板部１５の上
面１５ｂに当接配置される円盤状の基板２１と、該基板２１のほぼ中央位置に貫通形成さ
れて、前記軸部９が挿通される軸挿通孔２２と、前記基板２１の前記軸挿通孔２２を避け
た周方向上面に一体に設けられた薬剤貯留室２３と、該薬剤貯留室２３の周方向側部に隔
壁２４を介して隣接して設けられた乾燥剤収容室２５と、前記薬剤貯留室２３の乾燥剤収
容室２５と反対側の位置に一体に設けられた薬剤通路部２６と、から主として構成されて
いる。
【００２２】
　前記基板２１は、図５、図６及び図８にも示すように、前記薬剤貯留室２３に対応する
位置に該薬剤貯留室２３と前記摺動部材２の薬剤受け部１９とを適宜連通する開口部２８
が形成されており、この開口部２８は、各薬剤貯留室２３の内周壁２９の内面付近に周方
向に沿ったほぼ長孔繭状に形成されている。また、前記開口部２８の前記薬剤通路部２６
側には、前記摺動部材２が使用位置に回転摺動した際に、前記薬剤受け部１９と連通する
後述の連通路３８の下端開口３８ａが形成されている。
【００２３】
　前記薬剤貯留室２３と乾燥剤収容室２５とは、前記基板２１と前記軸挿通孔２２の回り
に周方向に沿った内周壁２９と外周壁３１及び上壁３２とによって全体が三日月状に画成
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され、その周方向のほぼ中央位置に設けられた前記隔壁２４によって隔成されている。
【００２４】
　前記薬剤貯留室２３は、その容積が予め決められた粉末薬剤量が貯留される大きさに形
成されていると共に、図１に示すように、全体の内壁面３３が前記開口部２８及び薬剤受
け部１９方向に向かって下り傾斜状のテーパ状に形成されている。
【００２５】
　また、薬剤貯留室２３の上壁３２には、図２に示すように、粉末薬剤Ｍを充填する円形
状の第１充填口３４が形成されている。この第１充填口３４は、粉末薬剤Ｍの充填後にキ
ャップ３５によって閉塞されるようになっている。また、この薬剤貯留室２３は、後述す
る摺動部材２の待機位置では、図７Ａに示すように、前記開口部２８の右端側、つまり、
開口部２８の使用位置と反対側に位置するように設定されている。
【００２６】
　前記乾燥剤収容室２５は、乾燥剤として適度な量の例えばシリカゲル粒剤が第２充填孔
３６から充填されていると共に、キャップ３７によって閉塞されており、また、前記隔壁
２４に設けた図外の通気手段によって薬剤貯留室２３と連通するようになっている。
【００２７】
　前記薬剤通路部２６は、前記基板２１からほぼ垂直に立ち上がった筒壁３０内に形成さ
れた連通路３８と、該連通路３８の上端側部から径方向に延出された円筒壁３９内に形成
されて、前記連通路３８と前記マウスピース４内の吸い込み口４ａとを連通する吸い込み
通路４０と、から構成されている。
【００２８】
　前記筒壁３０の内部は、直径方向に設けられた隔成板３０ａによって前後２つの通路部
に分離されて、筒壁３０側の連通路３８の一方の通路部の半月状の上端開口が閉止壁４１
によって閉止されて他方側に通路部の上端開口３８ｂが半月状の空気孔として形成されて
おり、この空気孔は、前記薬剤受け部１９から連通路３８の下端開口３８ａを介して吸い
込まれた粉末薬剤Ｍが連通路３８内で空気を攪拌させて吸い込み性を高めるものである。
【００２９】
　前記カバー６は、図２及び図３に示すように、前記ケーシング本体５と同じく平面ほぼ
円形状に形成された上壁６ａと、該上壁６ａの外周縁から下方に延出した周壁６ｂとを備
え、該周壁６ａの下部円周方向の所定位置に前記ケーシング本体５の各係止爪１３が係止
する矩形状の図外の３つの係止孔が形成されている。また、前記周壁６ａの一側部には、
ケーシング本体５に被嵌した際に、前記切欠部１４と共同してレバー用窓２０を形成する
前記突片６ｃが一体に形成されている。
【００３０】
　そして、前記保持部材３の前記開口部２８の孔縁付近には、図１に示すように、前記孔
縁に沿った円環状の嵌着溝４４が形成されていると共に、図１、図５に示すように、前記
嵌着溝４４には、円環状のシール部材４５が連続して配置固定されている。
【００３１】
　嵌着溝４４は、断面ほぼ矩形状に形成されて比較的深溝状に形成されている。一方、前
記シール部材４５は、比較的軟質な合成樹脂材である熱可塑性エラストマーによって断面
ほぼ矩形状に形成されている基部４５ａが前記嵌着溝４４に嵌合固定されていると共に、
嵌着溝４４から突出して前記円板部１５上面に当接する下端部４５ｂが断面円弧状に形成
されて、先端縁４５ｃが円板部１５の上面に常時線接触状態で弾接している。
【００３２】
　以下、本実施形態の作用について説明する。まず、前記摺動部材２が図８Ａに示す待機
位置にある場合、つまり、レバー部１８が時計方向の最大前方位置に引かれている場合は
、前記薬剤受け部１９が開口部２８を介して薬剤貯留室２３に連通して臨んだ位置にある
。したがって、粉末薬剤Ｍは、開口部２８を介して薬剤受け部１９の各凹溝１９ａ及び開
口部２８が臨む各凹溝１９ａの周囲の円板部１５の上面１５ｂに付着している。
【００３３】
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　その後、粉末薬剤投与器を使用する場合には、図８Ｂに示すように、前記レバー部１８
を、レバー用窓２０を介して反時計方向の最大後方位置まで回転操作すると、摺動部材２
全体が軸部９を中心として反時計方向へ回動すると共に前記円板部１５の上面１５ｂが前
記シール部材４５の先端縁４５ｃに摺接しながら回動する。
【００３４】
　これにより、前記各凹溝１９ａ内に入っている粉末薬剤Ｍがシール部材４５の先端縁４
５ｃできれいに擦り切られて、各凹溝１９ａには適正な量の粉末薬剤Ｍが残留する。
【００３５】
　その後、患者がマウスピース４から各凹溝１９ａ内の粉末薬剤Ｍを吸い込むと、連通路
３８内で空気によって十分に攪拌されることから、粉末薬剤Ｍが均一に分散されて、違和
感なく安定した吸い込み作用が得られる。
【００３６】
　以上のように、本実施形態では、薬剤受け部１９の各凹溝１９ａ内の粉末薬剤Ｍを開口
部２８の孔縁で擦り切るのではなく、シール部材４５で擦り切るようにしたため、この擦
り切り精度が高くなって各凹溝１９ａ内での粉末薬剤Ｍの常時適正な量を確保することが
可能になる。特に、前記粉末薬剤Ｍをシール部材４５の先端縁４５ｃで擦り切るため、該
擦り切り精度が一層高くなる。
【００３７】
　しかも、前記摺動部材２は、前記各ばね部１０のばね力によって押し上げられて円板部
１５の上面１５ｂがシール部材４５の先端縁４５ｃ全体に適度な圧接力で密着する。この
ため、摺動部材２２の待機位置から作動位置までの摺動時における前記シール部材４５に
よる粉末薬剤Ｍの擦り切り作用が良好になる。
【００３８】
　また、前記シール部材４５によって前記待機中にある薬剤貯留室２３と開口部２８周辺
の気密性が十分に高くなるため、耐湿性が向上する。
【００３９】
　とりわけ、前記シール部材４５を比較的柔軟な合成樹脂材によって形成したため、該シ
ール部材４５の円板部１５の上面１５ｂに対する密着性が向上することから、耐湿性がさ
らに向上する。
【００４０】
　また、乾燥剤貯留室２５には、乾燥剤であるシリカゲル粒剤が充填されていることから
、前記シール部材４５による耐湿効果と相俟って粉末薬剤Ｍに対する長期に渡る高い耐湿
性能を維持することができる。
【００４１】
　さらに、前記摺動部材２は、前記各ばね部１０のばね力によって押し上げられて円板部
１５の上面１５ｂがシール部材４５の先端縁４５ｃ全体に適度な圧接力で密着する。この
ため、前記シール部材４５のシール性能が向上すると共に、前記開口部２８回りの気密性
が一層高くなって耐湿性が向上する。
【００４２】
　また、前記薬剤貯留室２３に予め貯留された粉末薬剤は、内壁面３３のテーパ面に沿っ
て薬剤受け部１９方向へ自動的に落下するため、該薬剤受け部１９への流動性が良好にな
る。この結果、粉末薬剤Ｍを各凹溝１９ａ内に常時速やかに供給できると共に、前記粉末
薬剤Ｍが薬剤貯留室２３に残留することなく最後まで使い切ることが可能になる。
【００４３】
　さらに、本実施形態では、前記一対のばね部１０の間に設けられた一対の支持壁１１に
よって、前記摺動部材２が常に安定に支持されると共に、ばね部１０のばね力を摺動部材
２に安定かつ効果的に伝達することが可能になる。
【００４４】
　また、前記各ばね部１０をケーシング本体５と一体に形成したことから、別体に設けた
場合に比して、製造作業や容易になると共に、組み付け作業が不要になるので、コストの
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低減化が図れる。
【００４５】
　また、前記基板２１上に、薬剤貯留室２３や乾燥剤貯留室、さらには薬剤通路部２６を
一体に設けたため、これらの製造作業や組み付け作業が容易である。
【００４６】
　本発明は、前記実施形態の構成に限定されるものではなく、例えばシール部材４５の材
料をさらに硬質あるいは軟質な材料などに変更することも可能である。また、例えば付勢
部材としては、前記ばね部１０に限定されるものではなく、コイルばねや円環状のゴム材
などを利用することも可能である。
【００４７】
　さらに、付勢部材としては、前記ばね部１０に限定されるものではなく、コイルばねや
ウェーブばね、皿ばね、円環状のゴム材などを利用することも可能である。
【００４８】
　前記実施形態から把握される前記請求項以外の発明の技術的思想について以下に説明す
る。
〔請求項ａ〕前記シール部材の前記摺動部材上面に当接する下端部を、断面円弧状に形成
したことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の粉末薬剤投与器。
【００４９】
　この発明によれば、シール部材の下端部の先端縁が前記摺動部材上面に線接触状態で弾
接することから、薬剤受け部の上面を精度良く擦り切ることが可能になる。
〔請求項ｂ〕前記薬剤貯留室の内壁面を前記薬剤受け部方向に向かって先細り状のテーパ
状に形成したことを特徴とする請求項１～ａのいずれか１項に記載の粉末薬剤投与器。
【００５０】
　この発明によれば、前記薬剤貯留室に予め貯留された粉末薬剤は、内壁面のテーパ面に
沿って薬剤受け部方向へ自動的に落下するため、該薬剤受け部への流動性が良好になる。
この結果、粉末薬剤を薬剤受け部へ常時速やかに供給できると共に、前記粉末薬剤が残留
することなく最後まで使い切ることが可能になる。
〔請求項ｃ〕
　前記付勢手段は、前記ケーシングの底壁を切り起こして形成されて、前記摺動部材を保
持部材方向へ付勢するばね部によって構成したことを特徴とする請求項３～ｂのいずれか
１項に記載の粉末薬剤投与器。
【００５１】
　この発明によれば、ばね部を、ケーシング本体の底壁を切り起こして形成したため、別
部品を設ける場合に比較して製造が容易であると共に、組み立て作業が不要になることか
ら、コストの低減化が図れる。
〔請求項ｄ〕
　前記摺動部材を、前記ケーシングの底壁に立設された軸部に回転摺動自在に保持する一
方、前記保持部材を、摺動部材の上面に前記軸部を介して摺動部材と同軸上に配置したこ
とを特徴とする請求項１～ｄのいずれか１項に記載の粉末薬剤投与器。
【符号の説明】
【００５２】
　１…ケーシング
　２…摺動部材
　３…保持部材
　４…マウスピース
　５…ケーシング本体
　６…カバー部材
　９…軸部
　１０…ばね部（付勢手段）
　１１…支持壁



(8) JP 2012-192112 A 2012.10.11

10

　１５…円板部
　１５ｂ…上面
　１９…薬剤受け部
　１９ａ…凹溝
　２１…基板
　２３…薬剤貯留室
　２４…隔壁
　２５…乾燥剤貯留室
　２８…開口部
　４４…嵌合溝
　４５…シール部材

【図１】 【図２】
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